『うつほ物語』に見る声振　－催馬楽にのせる和歌－ by 山田, 貴文






























































































歌詞が入る部分に和歌を入れ ため、一種の替え歌的な表現であると言える。この表現は、 「声振」と表記 ことがなくなるが、今様など平安時代以降、既に歌詞がある曲にのせて、替え歌的に違う歌詞を付けて歌う表現技法として残る。
 



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































自とされる声振表現であるが、これは、 『源氏物語』に語としては記載されないけれども、催馬楽がうたわれた後に和歌を詠い合う際、声振がされている可能性があり、 『うつほ物語』独自の表現とは断定できない。ただし、他の平安物語文学ではほぼ登場しないため記載表現としては 独特な表現とす ことができると考える。
 
他の物語文学では、物語場面として行事を伴うことの多い催馬楽であ






えると、 『源氏物語』 催馬楽が多く登場す 理由として 場面設定への影響を考え登場させているという視点がより強く意識さ るのではないかと考 。
 
以上から『うつほ物語』が、物語の脇の物語、物語の脇を流れる人間
の関係、つまり、直接提示 れな 裏の関係を描く めに催馬楽を使用し、従来の漢文や和歌を出典とする物語の場面展開からの脱却と う挑
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・ 『新編日本古典文学全集
 １４～１６
 うつほ物語』
 
小学館
 
 
平成十一年六月
 
・ 『新編日本古典文学全集
 ４２
 神楽歌、催馬楽、梁塵秘抄、閑吟集』
 
小学館
 平成十二年十二月
 
・宮田和一郎校注
 
日本古典全書『うつほ物語一～五』
 
朝日新聞社
 
 
昭和三十年四月
 
 
・飯島一彦
 
『王朝文学と音楽』 「歌謡と王朝物語との連関―『うつほ
物語』の神楽歌―」
 
竹林舎
 
平成二十一年十二月
 
・高野辰之
 
『日本歌謡集成
 
巻二
 
中古編』
 
東京堂出版
 
 
昭和三十五年七月
 
・正宗敦夫
 
『日本古典全集
 
歌舞品目
 
上・下』
 
日本古典全集刊行
會
 
昭和五年七月
 
・正宗敦夫
 
『日本古典全集
 
歌謡集
 
上・中・下』
 
日本古典全集刊
行會
 
昭和七年五月
 
 
（やまだ
 
たかふみ・博士課程二年）
 
 
